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高千穂町公民館連絡協議会
会長　佐藤則義(五ヶ村西) 副会長は、その他の地区会長（敬称略）公民館長の紹介
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※各公民館の令和6年度の受診率と9月もれ健診の詳細は、7月発行の『国保だより』または町ホームページをご覧ください。

❷３年連続受診率向上

片内公民館

　令和６年度は、国保特定健診受診率59.0％と、過去最高を記録した令和５年度の60.1％よりわずかに
下がってはいますが、合計1,307名の方が受診されました。
　公民館別では、２９公民館が受診率60％を超えました。町民の皆さまの健康意識が向上している結
果の表れかと思います。今年度もさらなる受診率向上に向けて皆さまのご協力をお願いします。
　令和７年度も国保特定健診・わけもん健診を実施しております。
　４月に行われた集団健診では、対象者2254人中883人の方が受診し、現在の受診率は39.2％です。
目標の受診率６０％の達成まで、あと470人です！
　今年度まだお済みでない方は、9月３日（水）～５日（金）に3日間のもれ健診、１０月以降は町内医療機
関での個別健診が受けられます。皆さまのお越しをお待ちしております！

国保特定健診の受診率向上のため、町では受診率向上に貢献のあった公民館を表彰しています。
令和6年度は4つの公民館が表彰され、対象の公民館には表彰状と記念品の授与が行われました。
　■表彰基準
❶10年間連続受診率60％を達成　❷３年連続受診率向上　❸その他大きく受診率向上に貢献

令和6年度　国保特定健診受診率公民館表彰

跡取川公民館 中川登公民館 玄武公民館


